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３ 万博を契機とした取組のレガシー
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１ 大阪・関西万博開催結果

１２月２４日以降 博覧会協会資料引用
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(1)正式名称：2025年日本国際博覧会

(2)テーマ・コンセプト

テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

Designing Future Society for Our Lives
   コンセプト： 未来社会の実験場

(3)開催場所： 夢洲（大阪市臨海部）

(4)開催期間：2025年4月13日 ～ 10月13日 (184日間)

(5)来場者数：約２，５５８万人
※教育旅行関連では130万人程度（国が掲げた120万人の目標を達成）

(6)参加招致：158の国・地域、7国際機関

(7)国内パビリオン出展者：17者

公式キャラクター
「ミャクミャク」



4
１ 大阪・関西万博開催結果
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チケット入場者の年代構成比【推計】 万博IDに基づく来場者の都道府県別割合

万博IDに基づく来場者の性別 万博IDあたりの来場回数

※博覧会協会資料より抜粋



【来場者数】

京都ゾーン：約2,500人／日、累計約47万人（184日間）
多目的エリア：累計約６万人（12日間） 累計約53万人
※関西パビリオン累計来場者数：約148万人

関西パビリオン京都ゾーン及び多目的エリアに出展

関西パビリオン閉幕日

２ 万博を契機とした京都の取組の実績と成果

京都ゾーン入り口

京都ゾーン空間
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万博会場の取組
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〇「和のこころと地球の未来」を全体テーマとし、京都にまつわる５つのテーマで世界に向けて問いを発信する

トークセッションを実施。トークセッションの間には伝統芸能のパフォーマンスやユースのステージなども披露。

■日程
令和７年４月23日（水）10:00～18:45

■会場
EXPOホール「シャインハット」

■EXPO KYOTO MEETINGにおける
 トークテーマ

パート テーマ

第１セッション いのちとこころが創る文化と環境

第２セッション ファッションと伝統の未来

第３セッション
地域発信からつながる未来

～地域資源と共生への道しるべ～

第４セッション 百寿社会のデザインとウェルビーイング

第５セッション
人間とは、いのちとは何か

～テクノロジーと人間が共存する未来～

全体テーマ：「和のこころと地球の未来」

■来場者数
約6,000人

■京都への誘客
翌24日（木）には、出演者等を京都に招待し、

府域交流ツアー及びレセプションパーティーを実施

２ 万博を契機とした京都の取組の実績と成果

実績

万博会場EXPOホールでEXPO KYOTO MEETINGを開催 万博会場の取組
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きょうとまるごとお茶の博覧会

大阪・関西万博を契機に国内外の方々へ京都
の茶文化を発信するため、万博期間中、府内
各地で京都の茶文化を支える方々と一緒になっ
て様々な取組を展開。（延べ144事業）

和食と世界の食サミット

京都駅周辺エリアまるごとゲートウェイ 
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①大阪・関西万博きょうと推進委員会が実施する取組

②大阪・関西万博きょうと推進委員会参加団体が実施する取組

③その他基本構想に賛同する企業や団体が実施する取組

アクションプランの構成

けいはんな万博２０２５

アクションプランの中で、広域的な取組や、民間の多様な主体と連携して進める１１の取組を抽出

フラッグシップ・アクション

４月13日の開会式を皮切りに、ロボット・ア
バターをはじめ、けいはんな学研都市で生ま
れた先端技術を体験できる延べ74件のイベ
ント・プログラムを半年間にわたって展開。

府内各地で育まれてきた食の魅力を発信する「京
都 食の博覧会」や、和食を科学や歴史などの多
角的な視点から紹介する特別展「和食～日本の
自然、人々の知恵～」、万博会場におけるシンポジ
ウムなどを開催。

万博を契機とした府域への誘客促進のため、京都駅
に京都の万博情報発信拠点「EKIspot KYOTO」を
設置するとともに、京都駅周辺一帯で京都の文化芸
術の魅力発信するため、「GATEWAY.KYOTO」を実
施。

7２ 万博を契機とした京都の取組の実績と成果
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府内の取組

〇「万博の機運醸成の取組」や「万博会場から京都府内各地への誘客など、府内の活性化を目的とする
取組」の中で、イベント、会議、展示会、ツアーなど、具体的な形になったものをアクションプランに位置付け。

○ 昨年12月に「大阪・関西万博きょうとアクションプラン」の326件の取組について成果を報告。



期間

内容

京都府の小学校（全学年）、中学校（全学年）、義務教育学校（全学年）、
高等学校（全学年）、特別支援学校（小・中学部及び高等部の全学年）、
専修学校高等課程（全学年）が学校行事として行う教育旅行に参加する児童及び
生徒

校外学習で万博に行く際の入場料金を支援

万博は、多様な国の文化や価値観に触れ、国際理解を深めるとともに、未来社会について考える貴重
な機会であることから、子どもたちが校外学習など教育の一環として万博を体験できる機会をもてるよ
う支援

小学生

万博会期中（令和７年４月１３日～令和７年１０月１３日）

２ 万博を契機とした京都の取組の実績と成果
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対象

子どもの大阪・関西万博体験支援事業
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➢ 府内の316校の学校、約62,000人の児童・生徒が万博会場に来場
➢ 意向調査で事業を「利用する予定」と回答した数を大幅に超える数の学校が万博会場に来場
➢ 来場時期は概ね意向調査と同じ傾向

概要

小学校等 中学校 高等学校等 特別支援学校 その他 合計

来場校数 174 80 54 5 3 316

意向調査
「事業を利用する」

140 65 37 5 - 247

割合 124％ 123％ 146％ 100％ - 128％

来場校数（校種別）

174校

80校

54校

5校 3校

140校

65校

37校

5校 0校
0校

50校

100校

150校

200校

小学校等 中学校 高等学校等 特別支援学校 その他

（校）

京都府子どもの大阪・関西万博体験支援事業の実績
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小学生 中学生 高校生 合計

来場人数 21,075人 18,539人 22,295人 61,909人

割合 34％ 30％ 36％ 100％

4月

52校

14%
5月

78校

21%

6月

81校

21%

7月

32校

8%

8月

9校

2%

9月

102校

27%

10月

28校

7%

10

来場人数

来場時期

※「特別支援学校」及び「その他」の生徒は、年齢によって相当する区分において計上

※学年ごとに別日程で参加した学校は
来場月ごとに複数回カウント

京都府子どもの大阪・関西万博体験支援事業の実績



【万博を契機とした京都の取組のレガシーとは・・・】
万博を契機とした京都の取組の成果の中で、文化・環境、産業、観光、地域、いのちの分野において、中長期的な視点で
新たな価値やつながりを生み出すモノやコト

ポスト万博シティ

「けいはんな万博2025」の成果を生かし、ポスト万博シティとして最先端技術等の社会実装を進める。

京都の茶文化を支える人々のつながり

京都の茶文化を支えるための新たなつながりが生まれた。今後も誰もが茶文化に親しむ取組につなげる。

一座建立

来場者や他の出展者、他のパビリオンとの交流により、様々な新しいつながりや取組が生まれている。

子ども・若者の参画

子どもたちの探究の成果が府内高校の教材となるなど様々な施策に発展。今後も参画の機会を創出。

文化・芸術や地域の魅力を感じられるウェルカムエリアであり、府内誘客の玄関口であることを明確化。

関西広域周遊観光

380の新たな旅行商品が造成。関西を「面」で提案する仕組みなどを活用し、更なる広域周遊を促進。

京都駅周辺一帯の再定義

淀川舟運の復活

62年ぶりに「伏見航路」が復活。京都と大阪を結ぶ新たな観光コンテンツとして未来に繋げる。

新
た
な
出
会
い
と
交
流

スタートアップの成長・新技術等の社会実装

万博会場内の様々な場面に参画し、京都の革新的な製品やサービスが国内外の多くの人に認知。
ビ
ジ

ネ
ス

人
の
フ
ロ
ー
の
創
出

３ 万博を契機とした取組のレガシー
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＜参画例＞
• 万博会場で実施した「EXPO KYOTO MEETING」

では、企画から学生が携わり、262人が参画。
ユースがトークセッションに登壇し、京都の伝統や魅力、
未来のために自分たちが何ができるかなどを発表した。

• きょうとまるごとお茶の博覧会の中で、「国際茶会」と
して府内の小中高・支援学校（22校）の児童・生
徒が、万博参加国出身者等とお茶を通じて交流。

• 地球環境の殿堂・未来会議において、学生106名
が環境と文化の関係性を探求。
取組の成果として「未来への宣言」を世界に発信する
とともに、府内高校の教材となるなど様々な施策に発
展。

万博会場内や府内の取組において、次代を担う若者が企画・運営など主要な役割を担った

京都ゾーン
舞鶴引揚記念館
学生による語り部

３ 万博を契機とした取組のレガシー

EXPO KYOTO MEETING
フィナーレ

12

万博に関連する様々な取組に子ども若者が参画

地球環境の殿堂・未来会議

大阪・関西万博きょうとアクションプランに掲載している取組だけでも、約5,000人の
子ども・若者が参画

• 関西パビリオン京都ゾーンにおける舞鶴引揚記念館の出展では、中学生から大
学生までで構成される「学生語り部」がシベリア抑留者から聞いた話や史実を自
らの言葉で来場者に対して説明。

オリジナルの和菓子とお茶で
ジャマイカ出身の方をおもてなし
（宇治市立笠取小学校）



参考資料



会場図

14大阪・関西万博について
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概要 展示・催事
(1)正式名称：2025年日本国際博覧会

(2)テーマ・コンセプト

テーマ：いのち輝く未来社会のデザイン

Designing Future Society for Our Lives
   コンセプト： 未来社会の実験場

(3)開催場所： 夢洲（大阪市臨海部）
(4)開催期間：2025年4月13日 ～ 10月13日 (184日間)
(5)来場者数：約２，５５８万人

※教育旅行関連では130万人程度

① 公式参加パビリオン
万博に参加する各国政府・国際機関が企画するパビリオン

② テーマ事業パビリオン
８人のテーマプロデューサーが企画するパビリオン
 「いのち」に関連するテーマをそれぞれ設定し、企画

③ 日本政府館
日本政府（経産省）が企画するパビリオン

④ 自治体館
大阪府・市が「大阪館（ヘルスケアパビリオン）」、
関西広域連合が「関西パビリオン」を出展

⑤ 企業パビリオン
民間企業等が自由に企画するパビリオン
※NTT,パナソニック,電気事業連合会 他

【参加招致】
1５８の国・地域、7国際機関

※万博会場内の各催事施設にて展示やイベントを実施

アクションプラン

「2025年大阪・関西万博アクションプラン」
により①モビリティ、②エネルギー・環境、③デジタル、④健康・医療
（ライフサイエンス）、⑤観光・食・文化・教育・スポーツ、
⑥科学技術、⑦その他の分野別に、内容、主体及び工程表を規定。 水素・アンモニア発電

自動運転の推進

空飛ぶクルマ 中小企業/スタートアップのPR

など

「ミャクミャク」

ポスト万博シティ 福島復興の発信
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※内閣官房/経済産業省資料より抜粋
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公式キャラクター

大阪・関西万博について
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海外パビリオンの出展

1616

※博覧会協会資料より抜粋

大阪・関西万博について
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プロデューサー 河瀨 直美

いのちのあかし

「食」と「いのち」にまつわる当たり前を
リセットし、ひとりひとりの行動を変える
ヒントにあふれた市場

EARTH MART

プロデューサー 石黒 浩

技術と融合することにより、
いのちの可能性を拡げる

いのちの未来

プロデューサー 中島 さち子

プロデューサー 落合 陽一

デジタルヒューマンという新しい身体の写し鏡，
変形構造体建築による新しい風景の鏡，
デジタルとフィジカル二つの鏡を通じて
磨き輝く命の形を示す

プロデューサー 宮田 裕章

Better Co-being

コンセプト

展示イメージ

プロデューサー 小山 薫堂

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

コンセプト

体験イメージ

いのちの遊び場 クラゲ館

STEAM
ワクワク！を探す旅へ

null²

Better Co-being
© LESLIE 

KEE

©蜷川実花

わたしのなかのあなた、
あなたのなかのわたしに出会う場所

い
の
ち
を
知
る

い
の
ち
を
育
む

いのちは動的平衡

いのち動的平衡館

プロデューサー 福岡 伸一

コンセプト

今、ここに共に生きる奇跡

いのちめぐる冒険

プロデューサー 河森 正治

体験イメージ

体験イメージ

©FUTURE OF LIFE / EXPO2025

©SANAA

© Dynamic equilibrium of Life / EXPO2025

© 2023 Naomi Kawase/SUO, All Rights 
Reserved.

© 2022 Shoji Kawamori/Office Shogo Onodera, All rights reserved.

© 2022 noiz All Rights Reserved

©EARTH MART / EXPO2025

©steAm Inc. & Tetsuo Kobori Architects All Rights Reserved

＜テーマ事業パビリオンのコンセプト・展示イメージ＞
８人の万博プロデューサーによるパビリオン

コンセプト

※博覧会協会資料より抜粋
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大阪・関西万博について
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京都ゾーン

万博を契機とした京都の取組

18

文化（４月13日～５月25日）

食（５月26日～６月15日、８月18日～８月31日）



産業（６月16日～８月３日）

食（５月26日～６月15日、８月18日～８月31日）

19

京都ゾーン



環境（８月４日～８月17日）

いのち（９月１日～９月21日）

観光（９月22日～10月13日）

20

京都ゾーン



多 目 的 エ リ ア

春「MEET UP KYOTO ～きょうと大集合～」（４月29日～５月４日）

秋「KYOTO FOOD EXPO」（10月１日～10月６日）

21
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公立

私立 国立 合計

府立 京都市立
市町村立

（京都市立除く）

来場実績 31 37 208 39 1 316

意向調査
「事業を利用する」

31 45 160 11 0 247

割合 100% 82% 130％ 355% - 128％

➢ 全ての設置主体で事業を「利用する予定」と回答した数を超える数の学校が万博会場に来場

22

276校

39校
1校

236校

11校 0校
0校

100校

200校

300校

公立 私立 国立

来場校数（設置主体別）

（校）

22

京都府子どもの大阪・関西万博体験支援事業の実績
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京都市 乙訓 山城 南丹 中丹 丹後 合計

来場実績 79 30 62 32 72 41 316

意向調査
「事業を利用する」

63 19 48 32 46 39 247

割合 125％ 158％ 129％ 100％ 157％ 105％ 128％

79校

30校

62校

32校

72校

41校

63校

19校

48校

32校

46校
39校

0校

20校

40校

60校

80校

100校

京都市 乙訓 山城 南丹 中丹 丹後

➢ 全ての地域で事業を「利用する予定」と回答した数以上の学校が万博会場に来場

23

来場校数（地域別）

（校）

23

京都府子どもの大阪・関西万博体験支援事業の実績
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